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３．底面の直径 d と高さ h の直円柱について考える。次の問いに答えよ。ただし，円周率は πとする。 

 

(i) この直円柱の体積 V と表面積 S を，d，hを用いてそれぞれ表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii) 

 

この直円柱の表面積 S が一定のとき，この直円柱の体積 Vを最大にする d と h の比 d：hを

求めよ。 

─ 3 ─ ─ 4 ─

(iii) 下図は，26 対の整数からなるデータ A（横軸）とデータ B（縦軸）の散布図である。

なお，散布図には，完全に重なっている点はない。次の問いに答えよ。
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① データ B の値がデータ A の値より 40%以上大きい点の個数を答えよ。 

 

② データ A の箱ひげ図を下図にかけ。なお，平均値は記入しなくてよい。

 

③ データ A とデータ B の相関係数として，最も妥当なものに〇を付けよ。 

  

−0.95   −0.65   −0.35   0.35   0.65   0.95  

１．次の問いに答えよ。 

 

(i) あるスイミングプールでは， １回の利用料は通常 300円であるが， 1000円を払って会員になると， 

利用料がその後 1 年間 20%引きになるという。 1 年間にプールを何回以上利用すると， 会員に

なる場合の合計金額が， 会員にならない場合の合計金額より安くなるか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(ii) 点 Qが円 x2＋y2＝18 上を動くとき， 2 点 A(4， 5)， B(− 7， 7)と点 Qを頂点とする△ABQの

重心 P の軌跡を求めよ。 

 

  

─ 1 ─ ─ 2 ─
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３．底面の直径 d と高さ h の直円柱について考える。次の問いに答えよ。ただし，円周率は πとする。 

 

(i) この直円柱の体積 V と表面積 S を，d，hを用いてそれぞれ表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ii) 

 

この直円柱の表面積 S が一定のとき，この直円柱の体積 Vを最大にする d と h の比 d：hを

求めよ。 

２．下図に示すような△A
A

CB
M

BC を考える。点 M は辺 BC の中点である。次の問いに答えよ。 

 
(i) ∠AMB を θとしたとき，∠AMC の余弦を θを用いて，できる限り単純な形で表せ。 

 

 

 

 

(ii) 次の等式が成り立つことを証明せよ。

( )
 

2 2 2 22AB AC AM BM

(iii) 辺 AB の長さが 6，辺 AC の長さが 4，∠BAC の大きさが 60°のとき，AM の長さを求めよ。 

 

  

＋ ＋=

─ 3 ─ ─ 4 ─



(iii) 下図は，26 対の整数からなるデータ A（横軸）とデータ B（縦軸）の散布図である。

なお，散布図には，完全に重なっている点はない。次の問いに答えよ。
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(iii) 下図は，26 対の整数からなるデータ A（横軸）とデータ B（縦軸）の散布図である。

なお，散布図には，完全に重なっている点はない。次の問いに答えよ。
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